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ニュｰジｰランド地質調査所と地質学界

私は昭和39年2月から約1カ年ニュｰジｰランド地

質調査所の岩屑学課に一室をいただき変成砦と花筒岩

の研究を行なった.その職員の家庭に下宿したり泊

めてもらったりして公私にわたって研究者の生活に接

することができた.とこでは地質調査所を中心に話

を進めよう.

地質調査所といっても国によって当然組織がちカミう

から仕事の内容もまちまちである.日本の地質調査

所は戦後の機構改革がアメリカの勧告に基づいて在さ

れたためか非常にアメリカ的色彩の強い性格をもって

いる.おそらくこれと対照的なといえるものが英

国の地質調査所では在いだろうか.かつて英国の植民

地であったニュｰジｰランドの地質調査所はやはりそ

の影響が今日まで及んでいる.というよりは古き良

き時代の制度･慣習をいつまでも温存する英国人気質?

あらわれであろう.とにかく日本の地質調査所の性

格とはだいぶ異なっている.

ここでは組織･研究内容･試料整理の三点に焦点を

あつめて特徴を紹介しよう.また1964年5月に南

かれたニュｰジｰランド地質学会の弾様を中心に地質

学界についても語ってみよう.なおニュｰジｰラン

ドにおける研究活動とくに地球科学の分野での様子は

地質ニュｰスNo-135｢ニュｰジｰランドにおける科

学研究の中心PSIRと地球科学研究｣を参考にしていた

だきたい.

首都ウェリントンから北東へ約10km離れたロワ刊

ノ･ット市は副都市的存在で海岸に近いあたりでは工場

地域となりまた新しく埋立てられた付近には研究団地

が着々建設されつつある.ノ･ット河にそって北上する

とロワｰ･ハット市の中心地カミありさらに奥へさか

のぼると谷を望む東西の丘陵地帯にまで広がってベ

ット.タウンがある.

下町に近い河畔に5階建の建物この市では最大の建

造物である.つまり地質調査所がこの中にある.

この建物は政府の庁舎であってユ･2階は社会保障関

係の保険事務を取扱っておりその名称をとってステ

ィト･ファｰ･ビル(StateFireB1dg･)と呼んでいる.

3･4･5階が地賓調査所によって使用されている.

最近では事業も人員も増し手狭に狂ったので下町

の別のビノレの数室を間借りしている.かつて地質調

服部｡仁

査所はウェリントンのテレス(Terrace)にあったのだが

7年ほど前の火災のため移転を余儀なくされ各研究所

が海岸近くのグレイスフィｰルドにあ一る研究団地に総合

される前にウェリントンから現庁舎に移ってきたので

ある.

またこの建物の道路に面して美容院･理髪店と陶器

屋の二つの店が構えているのも研究所の玄関先といっ

た感じのところだけにちょっと奇妙な感じのするとりあ

わ世である.環境がいたって庶民的であるためか3

階にある岩石鉱物の博物館には見学者が絶えないようで

小学生が1人でふらふらと入っ亡きても誰かが相手に

なって質問にうけ答えしている.

2階の一隅にカフェテリアがある.ここは朝10時か

ら30分問昼休みと午後3時から30分間のティｰタイム

に地質調査所の職員が入れかわりたちかわりお茶でい

こいのひとときを過すところなのである.3階はお

もに岩石鉱物関係の研究を行狂う岩石学課と所長室事

務室それに情報室カミある.そして1964年4月から

スタｰトした鉱床地質課カ新長室の隣りにできた.

4階はおもに古生物学関係の研究室古生物学課微

生物学課とウェリントン支所が入っている.5階は

製図写真室図書室となっている.

さて機構や業務を紹介する前にやはり簡単に歴史

について語らねばなるまい.

ヘクタｰ(James亘ector)氏が初代所長に選ばれて以

来今年8月に創立100周年を迎えるというからかなり

古い.英連邦のなかでは英国カナダインドに次

ぐ歴史を誇っている.そして創立100周年を記念し

て種々の行事･出版物カミ予定されている･

最初の40年間は1-2名の地質技術者を擁するにす

ぎなかったが今日では総員90名をこし専門の地質

研究者はその半数を占めている.1910年代までは三タ

ヅフも少なく金属鉱床探査とくに金鉱を求める野外踏

査が主体であったようだ.ひきつづいて1マイノレ対

1インチ(約6万5千分の1)の地質概査図が出版され

た｡この地質図作成計画カミニュｰジｰランドの地質

の全貌を把握する基礎となった.当然のことながら

鉱産地がはじめに選ばれた.もちろんこの中には炭

同地域も含まれていた.�
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組織

ウィレット所長(RichardW.Wi11ett)のもとに5課

と図書室および事務担当係りカ堵干ある.またオｰ

クランド(Auck1and)クライストチャｰチ(Christ･

church)ダニディン(Dunedin)グレイマウス(Grey･

mouth)ロトルア(Rotorua)とウェリントン(We11ing･.

ton)の6ヵ所に支所がおかれていて地域地質に関する

研究を行なっている.前にも述べたようにウェリニ■

トン支所は本所のステイト･ファｰ･ビ〃の4階に同居

している.また大学との共同研究実験室カミ2大学に

おかれている.ロワｰ･ハットの本所における5課に

はそれぞれ特殊分野の専門家(specialist)かいて各

地支所にいる野外中心の地質研究者(五e工dg琶｡logist)と

は全く性質のこと在る仕事をもっている.つまり業

務ははっきりと野外と室内研究に分かれていて前者に

たずさわるものをDistrictgeologistと後者をたとえ

ば岩石学専攻注らばPetm1ogist微古生物学専攻恋らば

Micropa1eontologistと呼んでいる.

一般にgeO1OgiStという場合にはこれら両者を総

称している.Geologist2人弱に1人位の割合で技能

職員(Tec㎞ician)がおり研究の補助を行たってい

る.

･広域地質課跳gion軸de④亙｡gySe鮒｡双国

ρ地質の全貌を掌握することを目的とするこの長は

R.P.Suggate氏で現在クライストチャｰチに駐在し

ている

･鉱床地質課通6⑥苅0耐池GeO10醐Se洲㈱

鉱物資源開発を強力に推進するために鉱物資源委員会

(lMiner全1ResourcesCommittee)の講間に基づいて

ユ964年4月から発足したばかり緊急短期計画主要鉱物

地域の5カ年調査計画長期計画があるとのこと課長は

Da平idKear氏

･徴古生物学課Mi①正｡脾ko双曲1o醐Se6tio皿

ボｰスイ出花粉珪藻のような徴古生物化石の研究･収

集･鑑定などを行なう課長はN.deB.Homibτook

氏で次期所長が約東されており1年ほど前英国ロン

ドンにおいて1カ年間科学技術行政を学んで帰ったといわ

れる所長出張中はいつも所長代理をつとめる

･古生物学課臨亙eon舳｡gySe搬Φハ微古生

物学に対して㎜acropa!eontologyといわれる方面を

古生代中生代新生代別の専門家拒研第しているが実

際にはこの国から産出する全化石をカバｰできるほどス

タッフはそろってい祖か課長はC.A.Fleming氏で

ロイヤル･ソサイアテイ(Roya1SocietyofN.Z.)の

会長でもあP名士の1人

･岩石学課Pe虹｡1ogySe6施剛岩屑･鉱物の

光学･X線･熟的性質を研究し標本の管理にあたる電

子計算機による整理方式でこの課の標本は完壁に処理さ

れる(後述)課長はJ.J.Reed氏である

･地球化学実験室GeoC血emi圓加yL沁｡蝸舌｡W

1960年からオタゴ大学の化学教室につくられ鉱物の黙水

合成実験が中心課題でアルミナ珪酸塩やゼオライトの合

成の業績では蜘られている.JohnRodgers氏が責任者

･堆積学実験室Seai醐皿細眺nL沁｡胞t0町

カンタベリｰ大学におかれたのが1961年でJ.T.

Kingma氏がそこでの研究者

･事務関係には庶務･会計などどこでも普通な事務係のほ

かに情報係(In{or㎜ationO鑓｡e)があり一種の相談

所とたっているカミP.BurtonとV･うご婦人が1人で多

様の仕事を切りまわしているなかでも注目すべき仕事

のユつは学校教材用の岩石鉱物の標本を名盤に貯えるよ

う努め希望校へそれらを無料で郵送したり鑑定のシオリ

潅どをそえてサｰビスにつとめるまた職員の研究の進

捗状況･トピックス･人事交流を中心にニュｰス(N,

Z.G.S.News1etter)が編集･発行されるカ重これもこ

の情報係りの任務であるニュｰスは本所･支所をつな

ぐ重要なパイプとなってv･る

研究内容とそのすすめ方

①地質図幅作成と特別テｰマについての研究および

②応用地質学研究に2大別される.①の特別テｰマに

は構造地質学第四紀地質氷河活断層火山があげ

られ②の店用地質学には鉱物資源水資源地質工

学古生物学岩石学地球化学堆積学に分けられる.

これらの研究のうち①はおもにFie1dgeo工｡gistよ

より②は本所にいるSpecialistによって進められる.

しかし1人の研究者カミ1つのテｰマに単独でとり組む

ことは少ないようでたいていはFieエdgeo工｡gistと

Specia1istか協力し合うようになっている.したがっ

て研究の上でどちらに主体性があるかによってテ

ｰマの区別が行たわれる.一般にある研究対象物の

野外の産状･地質図に関してはFieldgeo1ogistが収

集した試料の鑑定･整理･保存はSpeciaIistが担当し

細かい研究に発展させる.

ここで地質図幅事業について詳しく述べておこう.

どこの国の地質調査所でもこの種の仕事は基幹をだし

ている.このニュｰジｰランド地質調査所でも同様で

ある.1800年終りから第二次大戦頃まではSubdi･

vision別の地裁地質が大縮尺(1マイノレ対1インチ約

6万5千分の五)の地質図と論文(Bu工1etin)とに組み合

わさって出版となった.その後にはぺ一スも落ち

また精度にも問題があるので1957年からは小縮尺

(4マイル対1インチ約25万分の1)地質図にスウヅチ

された.これで全土をカバｰすると28枚になる10

カ年計画で完成の予定なので1967年には印刷終了の見�
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込みである.今年は100周年記念でもあるので大量

出版に拍車をかけ10枚が印刷にたり残りは1枚だけ

でそれも来年に印刷出版の予定というスピｰドぶりで

ある.Speci孕1istの仕事ぶりを岩石学課に例をとっ

てみてみよう.課長のReed氏は結晶片岩と未変成

古生層の砂岩を専門とし課内の機器･技能職責の技術

向上･標本･化学分析などに責任をもちま杷講業の管

理運営にあたりきわめて多忙.岩石学研究のための

自身のフィｰル河をもりているがそのほかは支所か

ら送ってくる岩看踊鉱物の鑑定依頼などを緊急に行なう

ため課内のS鰐ぬ鮎にわりふったり自らも行な

う.このよう紀S騨鮎蛾は2つの仕事つまり1

つは自身の研究と他の1つは依頼の仕事を分担1消化

せねばならない.

依頼の仕事に比重が大きく在ると新しく人を雇った

りする.この辺の判断はもちろん課長の責任にゆだね

られている.おもに花闇岩と鉱物はWA.Watters

(Min鰍1o鎮｡alAbst胴｡tsユ軌一ジｰランドの抄録者)

イダ黒ンブライト(I細曲泄e)や熱水性鉱物はん

Stei臓(チ撚鴛の人まもなく引退)火山砦看学一般

はん･肋敏(もともと深成砦やペグマタイ!トが専門

で商蟻一デシァを研究していた.H･H･Readの門

下生)越苦鉄質岩や鉱物学一般はG.A.Cha11is(女性

岩有学者で機器に強く物理屋さんというニックネｰム

がある.主人はビォグトリア大学の地質学教室の蜘玉倣

1eCtu耐R.H工測勃衡筑)蜜た最近ケンブリッジ

大学で弧狐を終えたK･R･Gi11氏が加わり変成

岩を担当することに担っている.Watte鵡とCha11is

の両氏はニュｰジｰランド人だが二人ともケンブリッ

ジ大学のC･E･Tilleyの下に学び学位を授っている.

岩石学課に限らず他の課でもほとんどが英国で学び

かっ学位を授って帰国し活躍の場を見出している.

しかし最近ではアメリカに留学する人がふ克たようで

ある.岩石学課の技能職員は4名いて鴛秘シボ計画

の技術研修者が常時1人いるので合計5名でありか

在り広い範醐こわたって研究補助をする.薄片製作は

もとより試料整理X線回折示差熱分析鉱物の分

析岩石の染色など多様である､

試料の整理

試料は支所･本所の研究員の想れ茄採集したかという

ことには全くかかわりなくとおし番勢をつけて原貝リ

として本所に保存する.例をとって詳しく説明しよウ.

1研究員が野外で試料を採集する｡暫定のメそ番号

をつける.採集地点は･地名と緯度1経度でピン余イ

ンドする.産状･採集年月目1採集者も記載し蟹部

コピｰをとり1部は支所に保存もう工部は試料とと

もに本所へ送付する虫送付をうけた本所では技能職

員か原簿台帳はのせと潟し番号をつける｡鑑定の要

請に応じて薄片作製1染色1鉱物分齢DTA･X線回

折1かんたんな化学分析苓とを行たう由これらの結果

はすべて数値表示に換えて電子計算機による分類1

選別をする.3つの小索引すなわち⑩とおしの番号

順②産出処壊1地点別③岩看鉱物名別カミできてい

て必要扱サンプルが短時間に容易に見出せるようにな

っている.

本所のS膵｡ia1istはとおし番号のついた岩石を若干

づつ借り陶して鑑定や研究をする｡S膵d独Stはた

いてい個室登もっているがそういう細けで身辺に岩

石板との試料がうす高く積んで車馬洗景に全くお禺に

かからない､支所の閉山雛｡i⑰gi説もしばしば本所

へ来てSpecia1istと相談するがこの時威力を発揮す

るのが今のべた試料の整理方式で5分以内1こ目的の

試料が手許に選び出せる.したがって20年以上も前

の論文に記述の研究試料もこのようにとおし番号順に保

存されているので喜代g地球科学の貿であらためて再

検討することが容易というわけである.

航窒畢翼鰯欝蜜盗沽跳幽独和臓町

南極や自治領を含めてこの国の地質に関して撮影し

た写真(航空写真も含めて)のネガフィルムと原サイ

ズのプリントを永年保存する目的で将来一種の図書

皇紀育てるためにエ鰯年始まりだ｡論文に掲さいの写

真はもとよりこの国に関する重要な写真はここで集中

管理される.ホｰルソｰト･カｰド方式によってプ

リントの整理分類をしネガをたやすくとり出せるよう

になっている.職業写真家がこの任にあたっている.

共同研競走依託学生

硝e1dg鋤晦1stとSpecia1istの任務分担カミうまくゆ

きまた共同研究もスムｰスに進んでいるようである.

地質調査所という1研究所内のことではあるがかれら

の協調関係はうらやましい限りである.

他研究所との関係は地質ニュｰスNc-35に詳し

く述べたように相互交流は盛んでまたそうなる必然

性にもいうべき園情にあるようである.

オタゴ大学オｰクランド大学カンタベリｰ大学

甜ビクトリア大学の嬉カ所に1ま地質学教室があり卒業

生が年年増加している昔しかし研究設備の上では

DS服傘下の研究所が花んぜんよく地質調査所にも毎

年何人かの大学院学生が預けられて機器を使用し研

究指導をうけている岨ある者は奨学金によりまたあ�
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岩･石学諏の薄片搬咋

壷(N.Z-GeologicalSurvey提供)
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岩石鉱物の試料の登録原簿台帳に堪づきそのデｰタを数値表示にかえバン

チ･カｰドに記録し電子計算機にかけて産地別(中央)･通し番号順(右

側)･岩石鉱物の種類別(左側)の三つの索引を作成した
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薄片格納ケｰスｰつの引き出しに400枚の薄片を納

めることができ一ケｰスで約15000枚整理できる
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索引の一例(通し番号順)CATALOGUE(通し番号)

LOCATION(6.5万分の1地形図の位置表示)GRIDREF

(緯度･経度による産地のピンポイント)

｡ROCKTYPE(岩石名･鉱物塙

の数値表示)SAMPLE(試料

の数)その他に薄片化学分

析値の有無ボｰリング･コア

の深度変質の程度などの記載

事項もある

微古生物学課の大部屋(.左

Jenkins博士と一人の技能

職員)

(N.Z.Geo王｡gica1

SurYey提供)
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る者は若干の給料をもらって助手のような仕事もし自

分も勉強もする.大き狂魅力のユつは南極での地質

調査隊に加わる機会に恵まれることだるうか.地質調

査所と無関係であっても成績優秀な学生にはその機

会カミ訪れてくるわけである.

学会な唐だおける研究発表活動

一般に管理職でない研究員は週40時聞労働のうち会

議と名のつくものに出席することはほとんどなく午前

と午後の抽燕の時間と屋休みの3回を除くと席を立つ

ことのない位自分の研究に没頭できる.管理･運営

に関する会議には普通研究員は職蹴上の責任がないの

で出席すること秘恋い岳任務分担とその責任所在の

なんと明確なことか｡所内研究発表会はなくDSIR

合同でときたま開かれる程度である.関係のある学会

には

①ロイヤル･ソサイアディ(Roya1SocietyofN.Z.)

②地質学会(Geo1ogica1SocietyofN.Z.)

③地質調査所スタッフ会議(GeoIogicalSurveySta伍

Co皿ference)

④ニュrジｰランド科学会議(N.Z.Scie口｡eC㎝gress.3

年ごと)

などがある.

ロイヤノいソサイアディは地域ごとにBranchがあり

ウェ.リントン支部ではGeologySectionを毎月1回開

催し定例発表会としている.たいてい夜7時半か

ら始まり昼間の発表会は比較的小柳･ようである.

地質調査所スタッフ会議は毎年1回職員の大多数が

集会し地質見学会講演会を行なうものでニュｰジ

ｰランドにおける最大の年会である.昨年は南島の

ネルソン(Ne1son)地方のTakakaにおいて1週間に

わたって開かれた｡幸いにわたしは日本の変成帯に

ついて講演する機会が与えられたくさんの質問をうけ

た.地質学会の総会もこの期間に夜間集会として招

集されるにすぎなv'.大学もこの時期をえらんで巡検

を計画し学生が多勢参加する.それでも全体で

150～180名位であろうか.

ロイヤルソサアディの会長が地質調査所の古生物学

課々長のDrFlemi㎎であることは前ば述べたが地

質学会の会長はロトルァ支所のJ｡鷲鯛蚊氏であるζと

からも分るとおりニュｰジｰランドの地質学会界は地

質調査所のリｰドによって動いている｡蛾5年五～鯛

に国際地震工学会がオｰクランドとウ雄リントンで開か

れまた11月には国際火山学会(I雌影鯛腕鯛1S岬附

siumonVolcano〕ogy)を開催の予定また地質調査所

創立の100周年記念と多忙の年であろう｡

地質掌に恕す謹舶る人身

多くの傑繍した研究者を生み出してはいるがいまは

その多くが圏外に去ってし凄い二皿一ジｰランドにと

って大きな痛手であろう一たとえばCa肚｡r曲大学

のKJ.丁雌雄Stanf倣d大学のαO.Hu伽魏U.S.

M眺nalM以蜘蝋1荻W船hingto丞のB.肌Mas㎝

Ca亘施mia大学の双S屯即免などはあ塞リにも有名

淋あるう.若手かぎんぎん渚躍の舞台終勅秘りまた

人事交流カミ薬園オｰストラリアアメリカなどと盛

んにおこなわれるので翼状を兜握することは容易でほ

拒いカミ.わかっている範囲内で研究普を列記し紹介に

か走よう占

清一ク茅ンド大学主任教授:淡｡澱咀む舳鱈疑､N.

駄⑪凶嚢鵡鷲｡5.翫鮒夏餐

ピクトけ大学生佳教授:R.H.C1ark

J.Brad1eyH.W.We11manR.亘｡L汕der

倮倮奥�愀

カンタベリｰ大学澄､慧｡舳鋤滅､J､砕滅

オタゴ大学主任教授ゆ｡釜｡Coむ舳s(鉱床):G･J･

Wmi鋤譲

地質調査所のおもたスタッフ1

(岩石)J･J･ReedW･A･WattersへSteinerA･肺art

����������

(古生物)C.A.Fle㎜i皿gG.Ste∀e鵬I.G.Speden

J.B.Waterh㎝se

(微古生物)N.deB.亘｡mibrookD.G.JenkinsG･A･

ShawW.F.HarrヨsD.J.McIntyre

(支所)G.W.GrindleyG.J.L㎝s㎝T.LGrant-

Tay1orR.P.SuggateJ.亘ealyB.L.Wo◎昼

文献について

DSIRの出版物

①Depart㎜entofScien冊｡狐dIndustria1Research

A㎜凹alReports(1927〃)

②DepartmentofSci㎝ti丘｡andIndustrialResaerch

Bu11etins(1927～No.1～157～)

③Geo1ogicalMemoirs(1928～1954No.1〃9までそ

れ以降は④に合併)

④N搬Z鰍!狐姪臨｡lo慧1ca-S岨veyBulleti鵬(1960

榊測⑪王榊76～)

⑥N鰍笈鑓ね紬Geolo慧量鰯玉警鮒湘yM理§

i)1:瀦O,000seri鵬鰯灘のう切7葉既刊

ii)1:鑓,360seri繊薯藁既刊

洲1:婁,000,000(2鮎純｡)N五騨呈.S泌帆馳h豊･

鰯付録/

⑥泌w丞鰯呈and加飾鰍呈｡fG㈱畑9y鋤dGeo凶y銚s

(1鰯州鰯5州榊1埴亙刈榊)

⑦猟鞭笈鯛亘狐遂加賊舳エ⑰童SCie鵬曇(19艶榊工9磁"

榊董｡支榊磐榊)

⑧獺搬笈繍至独幻O倣鰍夏磁§£{鋤㏄a紬伽曲烈O〕O鮒

(蝋餐榊工鯛?榊王､五綱鰯A鷲現在⑥および⑦と猟五

J中細曲眺鵬棚つに解体脈)

び肋蜘繊晦1拙醐1餐搬餐(三郷榊晦レ鵠～)�
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その他の出版物

⑩TransactionofN.Z.Ins亡itu･

te(1880年代より出版詳細は

不明)

⑪TransactionsofRoya1Soc-

��潦�睚���

(1880年代よりスタｰト新シリ

ｰズが1962年より始まった)

出版元:TheRoya1Society

潦�睚���

振�楣瑯物慕�癥�楴�昀

We11i㎎ton

倬����坥�楮�潮

N琶瀞淡aland

なおDSIR関係の印刷物の問合せ

は下記へお尋ね下さv･

ThePublications0価｡er

DepartlmentofSc三enti丘｡and

Ind皿stria1ResearchP.O.Box

8018,We11i㎎ton,NewZea1and.

図書室本棚は木製であま

り頑丈といえ狂いがきれ

いでほと杉ど装が抵い

��������

Survey提供)

製図室12名位いて地質調

査所関係の作業が主体.とな

の地図･図表も作る

商議初けン塑激こ似吹地質学金･地質調査所渓翁ジツ会議

鋤礪の特別機

{地質蒐学旅行パス婁資1令一ヅ葉

月…1章溶葵蝸資踏凄婁で譲繍�


